
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
色覚検査について   

先天色覚異常は男子の約５％(20 人に１人)、女子の約 0.2％(500 人に１人)の割合に見られます。 

色が全く分からないというわけでなく、色によって見分けにくいことがある程度で、日常生活には 

ほとんど不自由はありません。しかし、状況によっては色を見誤って周囲から誤解を受けることが 

あるかもしれません。治療方法はありませんが、職業・進路選択にあたり、自分自身の色の見え方 

を知っておくことは大切なことです。気になるようであれば、保健室で簡単な検査はできます。  

東海大学付属甲府高等学校 保健室 2020 年 6 月 25 日発行 


